
  

 

令和 7(２０２５)年度  

町政運営方針  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能勢町  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 1 

令和７ (２０２５ )年度町政運営方針  

 

 令 和 ７ 年 能 勢 町 議 会 ３ 月 定 例 会 議 の 開 会

に当たり、令和７年度の予算編成に関連して、

今 後 の 町 政 運 営 に 関 す る 所 信 の 一 端 と 施 政

の方針について申し述べ、議員各位並びに住

民 の 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 り た い と 存

じます。  

 町長に就任させていただき、早や 4 か月が

経過しました。この間、住民の皆様からのご

支 援 や 激 励 な ど の 温 か い お 言 葉 を 賜 り な が

ら、住民の皆様のまちへの思いや熱意を改め

て肌で実感しております。  

さて、能勢町、豊能町の両町において長年

の 懸 案 で あ り ま し た ダ イ オ キ シ ン 廃 棄 物 の

処理施設が豊能町内において、令和７年度中

に整備される見込みとなりました。引き続き、

関係機関と緊密な連携を図り、一日も早い整

備と住民の皆様の安全・安心の確保に努めま

す。  
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１．はじめに   

昨年 10 月、住民の皆様のご信任を賜り、

町 政 の 舵 取 り を 担 わ せ て い た だ く 責 任 の 重

さに日々身の引き締まる思いです。  

住 民 の 皆 様 の 大 切 な 暮 ら し を 持 続 的 に 未

来へつなげるため、この初心を忘れることな

く、その務めを精一杯果たしてまいります。 

 

本 町 を は じ め と す る 基 礎 自 治 体 を 取 り 巻

く状況といたしましては、物価高騰、人口減

少や少子高齢化、増大する社会保障費や老朽

化が進む公共施設の維持管理、地球温暖化を

防止する脱炭素への取組など、様々な分野で

時 代 の 潮 流 に 合 わ せ た 対 応 が 求 め ら れ て い

ます。  

 

加えて、社会情勢の変化はとどまることな

く、またその変化の速度は日に日に増してい

く状況下におきましても、私たちのまちづく

りの営みは、その地に根差し暮らす人と人と

のつながり、支え合いにより、築き上げられ、
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引き継がれてきたものであります。  

 

本町におきましても、人口減少や少子高齢

社会の波が押し寄せ、これまで地域のコミュ

ニ テ ィ に よ っ て 対 応 で き て い た 様 々 な 営 み

や取組において、少しずつその継続性に課題

が生じていることから、その解消に向けて、

先延ばしすることなく、その対応に取り組ん

でいかなければ、この町を後世に引き継ぐこ

とが困難となります。  

 

能勢町の未来を切り拓
ひら

き、先人の営みから

引 き 継 が れ て き た こ の 町 の バ ト ン を 次 世 代

へつなぐためには、これまでの取組から大き

く変革しなければならない と感じています。 

 

様々な課題に対し、変革を恐れることなく、

チャレンジし、まちづくりに取り組んでまい

ります。  
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２．令和７ (２０２５ )年度当初予算の概要  

私は所信表明でも述べたとおり、今後のま

ちづくりの方向性として、大きな柱を３点掲

げております。  

 

１．「住み続けられる町、移り住みたい町」  

２．「続けられる農業、始められる農業」  

３．「まちを魅力化する」  

 

こ の ３ つ の ま ち づ く り の 方 向 性 に 基 づ い

て、令和７年度当初予算を編成いたしました。 

 

まず、「住み続けられる町、移り 住みたい

町」を目指し、まちへの誇りや愛着を感じ、

本町で暮らし続けたい、本町で暮らしたいと

感じていただけるよう、教育環境の整備や教

育内容の充実、加えて、空家利活用の促進に

取り組んでまいります。  

 さらには、生活における物価高騰がとどま

る様子がないことなども踏まえ、引き続き学

校給食の無償化に取り組んでまいります。  
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 次に、「続けられる農業、始められる農業」

についてです。  

 わ が 町 の 基 幹 産 業 で あ る 農 業 の 持 続 的 発

展に向け、担い手となる人材育成や農業法人

の設立に取り組み、農地の利活用により農空

間の保全が図れるよう努めてまいります。  

  

 特に獣害対策については、地域一体での取

組に対し、支援の強化が図れるように関係機

関などと連携し、取り組んでまいります。  

 

 最後に、「まちを魅力化する」についてで

す。  

私たちが暮らすまちの魅力として、どのよ

うなものが挙げられるでしょうか。  

 都市にはない里山、自然豊かな環境やそれ

ぞれが一体となったまちの景観など、他の地

域に誇ることのできる、すばらしい魅力がた

くさんあふれています。  

 大切に育まれ、引き継がれてきたその魅力

を、活かし、さらに育んでいくことが、現在
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を 生 き る 私 た ち 世 代 の 大 き な 役 割 で あ り ま

す。  

町花「ささゆり」は大切に守り続けられた

資源の一つであり、その再生について、取り

組んでまいりたいと考えます。  

 まちの魅力を町内外へプロモーションし、

様々な関係機関などとの連携により、さらに

その価値を高めていく、この取組みにまい進

してまいります。  

 

私が、町長に就任して初めて編成した当初

予算です。諸先輩方や住民の皆様が大切に育

み、守ってこられた多くの資源や様々な仕組

みを基盤としながら、時代の変化や要請に応

じた、まちづくりに取り組んでいくべく予算

編成を行いました。  

この予算を基に、人口減少に対応する基礎

自 治 体 の あ り 方 や ま ち づ く り を 取 り 巻 く

種 々 の 課 題 に 対 し て 果 敢 に チ ャ レ ン ジ し て

まいります。  
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令和７年度予算につきましては  

 一般会計  

  ６４億９，９００万円  

   対前年度  １４．６％  の増  

 

 特別会計  四会計の合計  

  ３１億５，５５０万円   

   対前年度  ０．６％  の増  

 

 下水道事業会計  

   ７億９，６２９万９，０００円  

   対前年度  １２．２％  の増  

 

 予算総額は  

１０４億５，０７９万９，０００円  

   対前年度  ９．８％  の増です。  

 

以下、３つのまちづくりの方向性や７つの

進 め て ま い り た い 取 組 の 具 体 的 内 容 を 中 心

に、令和７年度予算の概要を申し上げます。 
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（１）住み続けられる町、移り住みたい町  

①人材育成・支援について  

社会状況は加速度的に変化しつづけ、将来

の 予 測 は ま す ま す 困 難 な 状 況 に な っ て い ま

す。  

義務教育学校  能勢ささゆり学園では、未

来 を 創 る 子 ど も た ち に 持 続 可 能 な 社 会 の 創

り手として、地域に貢献できる人材育成に取

り組んでいます。  

児童生徒が将来にわたり、学び続けること

の 礎
いしずえ

となる「生きる力」を育むため、「確か

な学力」、「豊かな心や健やかな身体」を育成

する教育活動を展開してまいります。  

 

より豊かな学びには、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の実現が重要です。学習

ツ ー ル の 一 つ で あ る 児 童 生 徒 用 端 末 を 更 新

し、一人ひとりの特性や学習到達度などに応

じ た 学 習 活 動 に つ な が る よ う 取 組 を 推 進 し

ます。更なる ICT 教育環境の充実を図りま

す。  



 

 9 

また、探究活動や体験活動などを通じて、

地 域 の 多 様 な 主 体 と 協 働 を 深 め る こ と に よ

り、持続可能な社会の創り手 の育成を図り、

地域と共にある学校づくりを目指します。  

 

学校再編以降、生活環境の変化により、子

どもたちの体力低下が懸念されています。  

大 阪 経 済 大 学 並 び に 町 内 校 園 所 と 連 携 に

よる長年の取組により、全国平均と同等の体

力となってきています。健やかな身体づくり

を目指し、継続して児童生徒の体力向上に取

り組んでいます。  

 

次に、児童生徒の特性や状況、学習到達度

などを考慮したうえで、作業療法士・言語聴

覚士などの配置により、個に適した自立活動

の充実を図ります。  

全国の小・中学校において、不登校児童生

徒数は増加し続けており、社会的な課題とな

っています。子ども主体の学校づくりを推進

するとともに、教育支援センター “Charg ing”
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（チャージ ング） 1を開 設し、様々 な状況に

ある子どもの居場所を確保します。  

さらに、スクールソーシャルワーカーやス

クールカウンセラーなどの配置により、学校

や関係機関などと連携し、児童生徒が抱える

課題の早期発見やその解消・解決に向け、取

り組んでまいります。  

 

本町における校園所間の連携は、地域と共

にある学校づくりに資するものと考え、多様

な主体との連携により、児童生徒の協働的な

学びが深化できるものと考えます。  

教育活動実践の発信の場と して、ＳＤＧ s

フェスタを開催し、その取組内容などを町内

外へ発信します。  

 大 阪 府 立 豊 中 高 等 学 校 能 勢 分 校 と 協 調 し

て国の「地域高２留学制度」に取り組み、全

国 の 高 校 か ら 国 内 留 学 生 の 受 入 れ を 目 指 し

ます。多様な留学生との学びを、同校の魅力

 
1  教 育 支 援 セ ン タ ー 、 C h a r g i n g（ チ ャ ー ジ ン グ ）で は 、不 登 校 に 悩

む 児 童 生 徒 を 対 象 に 学 校 と 連 携 を 図 り な が ら 学 校 復 帰 と 自 立 を 目

標 に 活 動 し て い ま す 。  



 

 11 

づくりに繋げてまいります。  

 

次に、生涯教育の推進についてです。  

国の第４期教育振興基本計画おいては、一

人ひとりの多様な学びのニーズに対して、生

涯 に わ た り 学 び 続 け る こ と の で き る 社 会 教

育 施 設 の 機 能 強 化 や 学 習 機 会 を 更 に 拡 充 す

ることの重要性が示されています。  

住 民 の 皆 様 の 多 様 な 学 習 や 文 化 活 動 を 更

に支援していくために、生涯学習施設の整備

や関係団体などとの連携を深めながら、学び

の機会創出に取り組んでまいります。  

 

②子育て環境の整備について  

昨年、子ども・子育て支援法の一部改正に

より、ライフステージを通じた子育てに係る

経済的支援の強化、全ての子どもや子育て世

帯を対象とした支援の拡充、共働き・共育て

環 境 づ く り の 推 進 に 資 す る 取 組 に 対 す る 方

針が示されました。  
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その方針を踏まえ、また、この３月末に策

定する第３次子ども・子育て支援事業計画に

基づき、子育て支援の取組を着実に進めてま

いります。  

 

子どもの未来応援センターにおいては、家

庭教育支援や子どもの健康・発達・発育など

への相談体制を確保し、全ての子どもの健や

かな成長を支援するとともに、子育てに関す

る環境整備に取り組んでまいります。  

 

のせ保育所については、施設の老朽化が進

む中で、より良い保育環境を確保することが

課題になっています。  

 よ り 良 質 な 保 育 サ ー ビ ス の 提 供 と 子 育 て

環境の充実を図るため、岐尼小学校跡地を有

効活用し、新たな保育施設の整備に向け、  

旧 校 舎 の 解 体 工 事 に 係 る 実 施 設 計 業 務 な ど

に着手します。  

 

また、役場庁舎跡地については、「憩いの
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広場」としての整備に向け、詳細設計業務に

着手するとともに、多様な世代が生涯を通じ

て、楽しく学び、憩い、交流することができ

る地域教育コミュニティの拠点整備に向け、

基本構想などの策定に着手します。  

 

③交通環境の充実について  

地域の公共交通リ・デザイン実現会議のと

りまとめにおいては、日本全体で人口減少な

どを背景に、公共交通の路線廃止などが進ん

でいること、公共交通を支える交通事業者に

おいて運転手の人材不足・高齢化が深刻化し

ていることがうたわれています。  

併せて、公共交通空白地解消への取組の重

要性についても明記されています。  

 

本町も、日本全体の状況と同じく、地域公

共 交 通 の 維 持 や 確 保 に 大 き な 課 題 を 抱 え て

おり、これまでも様々な取組を進めてまいり

ました。  
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令和６年４月からは、乗合タクシーの本格

運行や、妙見口能勢線の廃止に伴う代替交通

として、「妙見口のせ号」による定時便運行

を開始し、公共交通空白地の解消に取り組ん

でいます。  

 

公共交通の更なる利用促進を図るため、住

民 の 皆 様 へ の 情 報 発 信 を 積 極 的 に 行 う こ と

により、一定成果が表れてきたところですが、

地 域 公 共 交 通 計 画 で 示 す 目 標 に 達 し て い な

い項目もあることから、更なる取組が必要で

あると考えています。  

 

令和 7 年４月からは、乗合タクシーの運行

区域を能勢町域全体とするため、現在、関係

機関との調整を進めています。  

新たな停留所を追加することにより、乗合

タ ク シ ー が 住 民 の 皆 様 の 生 活 に 身 近 な も の

となり、利便性の向上につながるよう、取り

組んでまいります。  
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次に、「妙見口のせ号」につきましては、

お お む ね 目 標 値 ど お り の ご 利 用 を い た だ い

ているところですが、更なる利用促進と利用

者数の増加に向け、運行体制の充実に継続し

て取り組んでまいります。  

 

④空き家対策について  

 令和５年住宅・土地統計調査によりますと、

全国の空き家の総数は、この 20 年間で約 1.5

倍 ま で 増 加 し て い る こ と が 明 ら か に な っ て

います。  

 

本町においても、転出などを主な理由とし

て、空家の物件数が増加していると推察され、

今後、所有者などの高齢化や世代間の引継ぎ

などにより、住宅管理が継承されず、空家の

管理不全性が高まることが危惧されます。  

 

また、令和５年 12 月に施行されました「空

家対策等の推進に関する特別措置法」におい

て は 、 空 家 の 「 利 用 拡 大 」、「 管 理 の 確 保 」、
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「特定空家の除却など」、より対応を強化す

るため改正が行われました。  

 

本町におきましても、平成 29 年度に策定

した「能勢町空家対策計画」を令和７年度に

見直しを行い、空家の所在や所有者の把握、

さ ら に 所 有 者 の 意 向 確 認 な ど 実 態 把 握 調 査

を実施いたします。  

今後も、さらに庁内関係部署との連携を強

化するとともに、所有者による空家の適正な

管 理 や 利 活 用 の 促 進 な ど に 努 め て ま い り ま

す。  
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（２）続けられる農業、始められる農業  

①獣害対策と担い手支援  

本町の田畑や自然、里山環境が広がる農山

村の原風景は、先人の日々のたゆまぬ取組と

その思いにより、大切に守られ、引き継がれ

てきました。  

しかしながら、農業従事者にとって後継者

になってほしい人たちが転出することで、守

ってきた農地の引継ぎができず、高齢化が進

んでいる状況です。  

 

また、野生鳥獣による農作物への被害は、

営農意欲を減退させるとともに、離農にもつ

ながるものと考えられ、耕作放棄地の増加の

要因の一つとして、大変危惧しているところ

です。  

 

このような状況において、続けられる農業、

始められる農業として、農の産業化を進め、

魅力化していくことが重要と考えています。

農業組織の法人化は、まさにその一つです。
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令和７年度は、地域と法人化の研修や視察な

ど を 行 う こ と に よ り 話 し 合 い を 進 め て ま い

ります。  

 

有害鳥獣対策としては、鳥獣の捕獲、被害

防除、生息環境管理などの総合的な支援に努

めることで、鳥獣被害の減少を図り、営農意

欲 の 低 下 に つ な が ら な い よ う に 取 り 組 ん で

まいります。  

 

農業を魅力化することにより、続けられる

農業、始められる農業へと展開し、本町の農

空間を長きにわたり保全することは、唯一無

二 の か け が え の な い 資 源 と 誇 り を つ な ぐ こ

とになると考えます。  

 

私はこれを守り続けてまいります。  
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（３）まちを魅力化する  

①食を通じた魅力化  

本 町 の す ば ら し い 自 然 環 境 や 農 空 間 に よ

り育まれた農産物、またその農産物の活用に

より生産される加工品は、本町における食分

野の大きな魅力であると考えます。  

 

能勢町観光物産センターは、開業からこの

間、町内外を問わず、多くの方々に魅力ある

農産物や観光・交流サービスなどの機会の提

供はもとより、地域農業の振興や観光・交流

施設の中核的役割を担い、地域経済の支えと

して大きく貢献してきました。  

 

しかし、近年、農家数の減少や農業生産者

の高齢化、観光ニーズの多様化など、商品提

供体制に課題が見られ、さらに道の駅を取り

巻く環境も大きく変化していることから、多

様 な 利 用 者 ニ ー ズ に 即 し た 新 た な 商 品 開 発

やサービスの提供を検討してまいります。  
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また、地域の農産物生産者や関係機関など

との連携により、環境への配慮や地産地消な

どへの取組の一つとして、エコ農産物などを

学 校 給 食 の 食 材 と し て 提 供 す る こ と に 取 り

組み、食を活用した魅力の向上に努めます。 

 

②まちの資源を活かした魅力化  

本町には多くの資源があふれています。  

その資源を活かし、更なるまちの魅力化に

取り組み、この地に住まう皆様の活力があふ

れるまちづくりに取り組んでまいります。  

 

数多くある本町の資源の中で、私はこれか

らのまちづくりにおいては、「 文化を中心と

した資源のプロデュース」と「人と人とのつ

ながり」が肝要になってくるものと考えてい

ます。  

 

はじめに、「文化を中心とした資源のプロ

デュース」についてです。200 年の歴史を有

する浄瑠璃は、地域に根差す大切な文化芸能
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として、住民の皆様に愛され、大切に守られ

てきました。  

淨るりシアターにおいては、そのような文

化芸能などを発信する重要な拠点として、地

域内外の方々にご利用をいただき、様々な文

化 資 源 や 芸 術 鑑 賞 な ど の 機 会 を 提 供 し て い

ます。  

 

淨るりシアターを中核的な拠点として、浄

瑠璃をはじめとする様々な文化資源と、他に

誇ることのできる本町の原風景や、その環境

を 活 か し た カ フ ェ や レ ス ト ラ ン な ど と い っ

た観光資源とを有機的に結びつなぎ、多角的

に プ ロ デ ュ ー ス す る こ と で 新 た な 価 値 が 創

造できるものと考えています。  

本町の多様な資源を活かし、更なる町の魅

力や情報の発信について、関係機関との連携

により、取り組んでまいります。  

 

次に、「人と人とのつながり」についてで

す。人と人とがつながり、支え合い、助け合
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いながら、誰もが住み慣れた地域で安心して

幸 せ に 暮 ら す こ と が で き る ま ち づ く り を 目

指し、次期地域福祉計画の策定に取り組みま

す。  

また、これまで大阪大学や関係機関などと

連携しながら、健康づくりの取組として、「健

康長寿事業（のせけん）」を実施してまいり

ました。  

 

地 域 に お け る 人 と 人 と の つ な が り を 深 め

る社会参加の機会は、健康増進においても良

い影響を与えており、引き続き、ご家庭にお

け る 血 圧 測 定 や 体 力 測 定 会 の 実 施 な ど に よ

り、健康長寿の促進と健康意識の向上に努め

てまいります。  

 

また、これまで実践してきました「健康長

寿事業」の研究成果を住民の皆様にお伝えす

る機会として、最終報告会を実施いたします。 

 

地 域 住 民 の 相 互 の つ な が り が 防 災 力 の 向
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上につながることは言うまでもありません。 

地域防災力の向上を図るため、田尻小学校

跡地を活用し、新たな地域防災コミュニティ

施設の整備に向け、既存施設の解体工事に着

手します。  

 

さらには、新たなまちの魅力や資源化につ

ながる取組の必要性と重要性について、肌で

実感しています。  

農 業 に 取 り 組 む 担 い 手 の 確 保 や 育 成 に 課

題を抱える中で、本町は、これからの土地利

用に関して、時代の要請や地域住民の皆様の

意向に則した、新しい形について検討を進め、

実行していかなければなりません。  

 

令 和 ６ 年 度 に 改 定 を 行 い ま し た 都 市 計 画

マスタープランで、都市的利用ゾーンの整備

の方針の中で、市街化区域に隣接する宿野四

区・大里・柏原地区においては、多様な産業

を 誘 致 す る 用 地 と し て 利 活 用 に 向 け た 取 組

や検討をすすめ、市街化区域への編入に向け
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た検討を進めるとしています。  

 

これまで対象地域の皆様に、産業用地の集

約や企業誘致などについて説明し、意見交換

を行い、昨年の 12 月に企業誘致に向けた具

体的な協議を進めるため、「宿野四区・大里・

柏原地区まちづくり協議会」が設立されまし

た。  

 

また、関係区の皆様を対象に事業の説明会

を開催してまいりました。  

今後、まちづくり協議会、民間企業のアド

バイザー、行政が協力し、産業用地の集約に

向けて、計画や設計に必要な調査および検討

を進めてまいります。  

 

関 係 各 位 の 皆 様 の さ ら な る ご 理 解 と ご 協

力をよろしくお願い申し上げます。  

 

 本町の誇りある数々の資源は、より効果的

なプロモーションを実施することで、その価
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値 や 魅 力 は 更 に 高 ま る も の と 確 信 し て お り

ます。  

2025 大阪・関西万博においては、府内市

町 村 が 一 体 と な っ て 大 阪 の 伝 統 文 化 な ど を

紹介するイベント「大阪ウィーク」の開催が

予定されています。  

本 町 の 魅 力 を 発 信 す る 絶 好 の 機 会 で あ る

と捉え、農作物や加工品の出展、浄瑠璃公演

などの実施により、国内外に本町の魅力を発

信してまいります。  
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３．むすびに  

「地方創生」の重要性が我が国でうたわれ

ています。まちの活性化に向けた取組や住民

の 皆 様 が 主 体 的 に ま ち づ く り へ 参 画 す る 機

運が高まるよう、本町におきましても総合戦

略を策定し、これまで様々な取組を進めてき

ました。  

 

しかしながら、コロナ禍における感染症対

策や原油価格・物価高騰など、前例のない非

常に厳しい社会・経済情勢が続き、我々の生

活にも大きな負担や変化が生じました。  

一方で、そのような状況下において、 DX

（ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ） や

AI（人工知能）など、デジタル技術を活用し

た新たな仕組みが開発され、私たちの日常生

活において、更なる進歩につながってきたこ

とも事実であります。  

 

我々は、時代の変化や社会状況などを的確

に捉え、歩みを止めることなく、まちづくり
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の 取 組 を 更 に 進 め て い か な く て は な り ま せ

ん。  

 

地域経済や社会、それらを支える人材が秘

めているポテンシャルを 最大限に引き出し、

施策や取組の強化につなげる「地方創生 2.0」

の考え方を推進、起動させなければなりませ

ん。  

 

国立社会保障・人口問題研究所が公表した

地域別人口推計によると、本町の２０５０年

の人口は、現在から６割近く減少し、４，０

００人を下回る見込みとなっています。  

人口減少時代の中にあっても、住民の皆様

の暮らしを守り、地域社会の活力を永続的に

つないでいくために、未来を見据えた自治体

としての歩みを止めてはなりません。  

 

本町にとって、まさに目に見える形で差し

迫 っ て い る 厳 し い 未 来 か ら 目 を 背 け る の で

はなく、これまで先人が築き、受け継がれて
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き た こ の ま ち の 暮 ら し や か け が え の な い 地

域資源を次代へ引き継ぐために、様々な困難

に立ち向かっていくことが、我々に課せられ

た使命であると、私は考えます。  

 

行 政 ニ ー ズ の 多 様 化 や 将 来 的 な 課 題 が 山

積している中、様々な垣根が取り払われてい

る ボ ー ダ レ ス な 社 会 が 進 み つ つ あ る 状 況 下

では、それぞれの市町村が単独で提供できる

行政サービスには限界が見え始めています。 

 

こ れ ま で 提 供 し て き た 一 定 の 行 政 サ ー ビ

スを維持・向上させるためには、市町村境界

という近視眼的な視点ではなく、生活圏域と

いう俯瞰的な視点に立ち、求められる行政サ

ービスを提供していくことが、住民福祉の更

なる向上につながるものと考えます。  

このようなことから、広域連携について、

さらなる検討を行い、大阪府や関係自治体と

協議を進めてまいります。  
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町 政 の 舵 取 り 役 と し て の 重 責 に つ い て 、

日々胸に刻み、住民の皆様に寄り添った行政

運営を誠実に、そして着実に進めてまいりま

す。  

次 の 世 代 へ こ の ま ち づ く り の 誇 り と 信 念

を引き継いでいくために、町政の発展に、私

の持てる全力を尽くしてまいります。  

ど う か 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を よ ろ し く

お願い申し上げます。  

 

以上、今議会に提案いたします予算の内容

を中心に、今後重点的に取り組む施策の基本

的な方針について申し述べました。  

本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す 令 和 ７ 年

度予算をはじめ、関係諸議案に対しまして議

員各位の慎重なご審議を賜り、各般の施策が

実現できますことを念願いたしまして、町政

運営方針といたします。  

 

 

 


